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【
議
案
第
62
号
に
つ
い
て
】
P.2
参
照

問
政
策
監
の
位
置
づ
け
は
条
例
の

ど
こ
に
う
た
わ
れ
て
い
る
か

答
政
策
監
は
、
部
へ
属
さ
ず
全
庁

的
な
業
務
を
担
い
、
職
員
職
名

規
則
に
職
名
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
企
業
港
湾
室
が
所
管
す
る
企
業

誘
致
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
に
う

た
わ
れ
て
い
る
の
か

答
商
業
、
工
業
及
び
観
光
に
関
す

る
事
項
に
含
ま
れ
、
細
か
い
事

務
分
掌
は
規
則
で
定
め
て
い
ま
す
。

【
議
案
第
63
号
に
つ
い
て
】
P.2
参
照

問
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
使
用
料
を

徴
収
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
区

セ
ン
タ
ー
会
議
室
の
エ
ア
コ
ン
使
用
料

も
徴
収
す
べ
き
で
は
な
い
か

答
地
区
セ
ン
タ
ー
以
外
の
施
設
に

も
関
係
す
る
こ
と
で
あ
る
た

め
、
市
全
体
と
し
て
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
令
和
８
年
度
か
ら
中
学
校
の
部

活
動
が
地
域
移
行
さ
れ
る
が
、

部
活
動
で
使
用
す
る
際
の
使
用
料
も
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か

答
今
後
、
検
討
し
ま
す
。

【
議
案
第
75
号
に
つ
い
て
】
P.3
参
照

問
工
事
を
行
う
農
業
用
た
め
池
の

下
流
に
は
、
何
世
帯
の
家
屋
が

あ
る
か

答
平
均
し
て
３
～
４
世
帯
の
家
屋

が
あ
り
ま
す
。

問
牧
之
原
畑
地
農
業
用
水
は
、
稲

作
に
転
用
で
き
な
い
か

答
転
用
の
可
能
性
を
否
定
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
受
益

地
の
変
更
や
施
設
の
改
良
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
議
案
第
61
号
に
お
い
て
は
、

総
務
課
に
対
し
、「
各
副
市
長
の
役
割

を
明
確
に
し
、
よ
り
効
果
が
発
揮
で
き

る
体
制
の
構
築
を
求
め
る
」
と
、
議
案

63
号
に
お
い
て
は
、
企
画
政
策
課
に
対

し
、「
公
共
施
設
の
利
用
料
金
の
積
算

根
拠
を
明
確
に
し
、
受
益
者
負
担
の
公

平
性
確
保
を
求
め
る
」
と
意
見
を
付
し

ま
し
た
。

令
和
６
年
12
月
12
日
に
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
議
案
第
69
号
に
つ
い
て
】
P.2
参
照

問
条
例
の
新
旧
対
照
表
を
見
る

と
、
現
行
の
口
腔
外
科
が
改
正

案
で
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
口

腔
外
科
を
置
か
な
い
と
い
う
認
識
で
よ

ろ
し
い
か

文
教
厚
生

委
員
会

議会の様子は
「YouTube」で
配信されています。

答
口
腔
外
科
を
今
後
も
置
く
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
議
案
第
72
号
・
73
号
に
つ
い
て
】
P.2
・
P.3
参
照

問
医
療
現
場
に
お
け
る
日
々
の
リ

ス
ク
管
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か

答
病
院
に
は
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
、

イ
ン
シ
デ
ン
ト
、
ア
ク
シ
デ
ン

ト
の
報
告
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
事
象
が

あ
っ
た
場
合
に
は
即
座
に
入
力
が
行
わ

れ
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト

は
、
医
療
安
全
管
理
者
が
毎
日
チ
ェ
ッ

ク
し
、
必
要
に
応
じ
て
聞
き
取
り
調
査

や
分
析
を
行
い
、
組
織
に
報
告
し
て
い

ま
す
。

問
事
故
直
後
か
ら
今
日
ま
で
、
議

会
に
一
切
報
告
が
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か

答
和
解
が
成
立
す
る
見
込
み
と

な
っ
た
段
階
ま
で
、
議
会
へ
の

報
告
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
は
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
後
は
、
医
療
過
誤
が
発
生
し

た
場
合
や
訴
訟
等
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
患
者
様
方
と
の
関
係
に
配
慮
し
な

が
ら
、
速
や
か
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
執
行
部
に
対
し
、
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

意 見 書
令和6年 12月 23日

御前崎市長　下　村 勝 様
御前崎市文教厚生委員会
委員長 阿 形 昭

文教厚生委員会における意見について
記

報告事項 市立御前崎総合病院の現状について（病院事務部）

1．	当市の厳しい財政状況に鑑み、病院会計における多額の内部
留保資金を有効に活用し、令和 7年度予算から一般会計繰入金
を大幅に減額するよう強く求める。

2．	病院事務部長は、病院経営に関し、情報の分析、戦略の策定、
施設管理、行政対応など、診療以外の業務全般を統括する責任
者であり、その職にある者には、医療全般にわたる知識と豊富
な経験に基づいた鋭い経営感覚と高度な判断力が求められてい
る。
病院の経営が危機的な状況にある現在、経営の再建に向けて

財務や経理、労務管理や人材マネジメントに長けた専門職の事
務部長を公募により採用することを提案する。


